





























理といっても、一部在日中国人が含まれてはいるが、大部分は敗戦時に約 220 － 240 万人にいたと推
定される在日朝鮮人に対する管理のことである。しかも占領下にあってその外国人管理は連合国軍総司





































例えばいちおう確かな統計といえるものによれば、1943 年の朝鮮から日本への渡航者が 401,059 人で
あったの対し、同じ年の日本から朝鮮への帰還者は 272,770 人であった。敗戦／解放の前年である













































朝鮮人管理の制度としては日本国憲法施行の前日、つまり 1947 年 5月 2日に出された最後の勅令で、
「外国人登録令」が公布・施行されたことが知られているが、その露払いをしたのが 1946 年 11 月 30
日に制定、翌日施行された「大阪府朝鮮人登録条例」である。
1946 年 9月、日本政府は GHQの承認のもと、朝鮮人は所轄警察に自ら届け出て、「居住証明書」の
























いいち、さきに書いたように、在日朝鮮人が寄留届を一斉に強制された 1942 年 10 月 15 日以前の
































とになる。『国際新聞』（日本語）の 1947 年１月 22 日付けでは、朝連が戸籍事務を管掌するために数
千名の戸籍係事務員を養成する一方、出生や婚姻など、各種の書類様式の規定を設けたことが報道され
ている。
やがて GHQ・日本政府は 1949 年 9月に朝連を解散させたあと、在日朝鮮人の管理を強めていく。そ












1948 年 5月に海上保安庁が設置されたのち、1949 年 11 月以降は、GHQの指令により、日本政府が占
領軍関係者以外の個人の出入国を管理し、不法入国防止についても責任を負うことになる。ここで確認
しておくと、不法入国者とか密航者というのは、法的には、1947 年 5月 2日以後、外国人登録令第 3
条に違反したものをいい、サンフランシスコ講話条約発効後は、出入国管理令第 3条に違反するもの、
すなわち「有効な旅券または乗員手帳を所持することなく、本邦に入ったものをいう」14）。


































































1943 年に家族で朝鮮に帰る。1952 年 12 月に叔父とともに密航。馬山→釜山→佐世保。それまで 3


































































求は朝連の本国特派員が釜山に到着した 1945 年 11 月９日、『釜山人民報』の編集局長として一行に面
会し、解放朝鮮政界の推移に関する説明と釜山の治安状態について話している 16）。1945 年末までに日
本に入国しているので、厳密にいうと「密航」と言えるかどうかになってくるが、朝連兵庫県本部で活



















選定した世界億万長者ランキングでは日本国内の 22位（個人資産 1320 億円）にランキングされている。
































はじめ、「ジャズに狂って」日本に密航する。1950 年 1月、22 歳のとき、ソウルから釜山、港町統営
をへて、数か月をかけて最後はポンポン船で対馬に、そして連絡船で福岡に入ったというが、それはア



















































聞』1946 年 9月 3日（東京版）には貴族院予算総会での大村内相の答弁が「第三国人の取締強化」の
題で載っている。「朝鮮内の事情がよくないので、一旦帰還した朝鮮人で非常に密入国の傾向が多い。月々









ちなみに敗戦／解放後の密航者のうち約 8割以上が、地理的に近い済州島人であり、とくに 1952 ー
62 年の間は、96％以上を占めた（法務省入国管理局『出入国管理とその実態』1964 年）、という 25）。
もとより、日本の当局が密航の取締りに躍起になったことは想像するに難くない。しかし実際にはそう























が出てくる。日本政府部内の「第三回連絡調整委員会第一部会議議事報告」（1949 年 2 月）には、














意気が高まっていくが、初戦の国連軍の劣勢をみて GHQ／ SCAP の G-2 責任者のウィロビー少将から駐
日韓国代表部に「軍要員」の派遣が求められ、民団は志願兵の募集・派遣に全面的に取り組む。こうし
て独立して間もない祖国を守りたい一心から在日義勇軍に参加した者は 642 名であったが、1952 年 3










（日本語版）」2012 年 4 月 21 日によると、「在日朝鮮人の北朝鮮帰還阻止　元工作員に補償金＝韓国」
という題で次のように伝えている。
「韓国警察庁は 20日、在日朝鮮人の北朝鮮への帰還事業を阻止するため日本に派遣された元工作員の


































『朝日新聞』1952 年 6月 9日（東京版）には「密入国者から収賄か－入国管理局東京出張所次長」と
いう記事がある。「（次長が）その地位を利用して当然送還されるべき朝鮮人十数人から十数万円を収賄し、






















































































でみると、在留特別許可者は 1952 年から徐々に増加し、1955 年から 1965 年まで年間 2000 人を超え、
その後は減少していったという 28）。別の言葉でいえば、密航によって日本で暮らす在日朝鮮人は、多く
の場合、結局この法務大臣の裁量による在留特別許可を取れるかどうかによって人生の運命が変わるこ

















































































最初の知識人時局宣言とされる「知識人 134 人 時局宣言」を現場で朗読したことで知られている。
のちに歴史学者となる 1926 年生まれの姜在彦の場合は、解放後マルクス主義に関心をもち、ソウル





















国者」を特集したのは、たぶん日本朝鮮研究所発行の『朝鮮研究』第 190 号（1979 年月）ではないか
と思う。そこで尹学準は、改めて自らの体験を「わが密航記」という題で書いている。
念のために調べてみると、尹学準以前にも、密航体験が雑誌に書かれたことがある。『朝鮮研究』第
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